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令
和
元
年
五
月
二
十
五

日
、
地
元
紙
南
日
本
新
聞

Γ

ラヽ
イ
ペ
ー
ジ
」
に
表
題
の

活
字
が
躍
っ
クに
い
た
ｃ
こ
れ

は
同
社
が
企
画
す
る
「学
生

に
よ
る
学
生
の
新
聞
」
と
し

て
学
校
ご
と
に
、
学
校
ゆ
か

り
の
人
物
や
自
慢
の
取
り

組
み
な
ど
を
紹
介
す
る
も

の
で
、
取
材

・
執
筆
す
る
の

は
各
校
の
学
生
、
生
徒
。
未

来
を
担
う
若
い
世
代
が
各

校
の
今
を
伝
え
る
と
言
う

も
の
。

「私
た
ち
が
取
材
し
ま
し

た
」
と
六
名
の
取
材
班
が
顔

写
真
人
り
で
二
百
ず
つ
「学

校
の
魅
力
」
を
紹
介
す
る
．

（以
下
は
記
事
の
要
約
）

表
題
の
記
事
に
は
母
校

の
成
り
立
ち
が
紹
介
さ
れ

歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
と

共
に
誇
り
を
も
っ
て
、
新
た

な
歴
史
を
紡
い
で
い
こ
う

と
す
る
思
い
が
学
内
に
満

ち
て
い
る
と
し
、
新
た
な
取

り
組
み
の
一
つ
が
二
〇
一
七

年
に
行
っ
た
「挨
拶
日
本

一

宣
言
」
。
校
内
外
で
挨
拶
を

す
る
事
で
「挨
拶
の
良
さ
を

再
認
識
し
た
Ｌ
自
他
共
に

気
持
ち
よ
く
な
り
挨
拶
を

返
し
て
も
ら
う
と
嬉
し
く
な

る
」
と
感
想
を
述
べ
る
。
こ

の
宣
言
は
、
生
徒
の
自
己
肯

定
感
や
愛
校
心
、
十
心
高
生

で
あ
る
こ
と
の
意
識
づ
け

に
つ
な
が
り
、
ま
た
積
極
的

な
挨
拶
活
動
が
地
域
活
性

化
の
一
端
も
担
っ
て
い
る
と

考
え
る
と
結
ぶ
。

も
う

一
つ
の
学
校
活
性

化
の
取
り
組
み
は
、
春
に
開

催
す
る
雷
於
高
校
と
の
ス

ポ
ー
ツ
交
歓
会

Ｊ
富
口
戦

（し
そ
う
せ
ん
ご
陸
上
、
サ

ッ
カ
ー
、
野
球
な
ど
競
技
の

他
今
年
か
ら
選
手
以
外
も

楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
種
日
も
行
い
、
両
校
の
友

情
と
絆
を
深
め
た
。

百
十
周
年
の
歴
史
を
持

つ
本
校
に
更
な
る
繁
栄
を

願
う
声
が
聞
か
れ
る
一
方
、

少
子
化
に
よ
る
中
学
生
の

受
験
倍
率
が
低
下
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
通
し
、
未
来
ま
で
続

く
魅
力
的
な
学
校
を
目
指

し
先
生
方
、
生
徒
全
員
で

力
を
合
わ
せ
て
進
ん
で
い
き

た
い
と
結
ん
だ
。

唱
し
、
文
化
祭
、
体
育
祭
の

最
後
に
は
、
学
年
の
壁
を
越

え
て
全
校
生
徒
が
肩
を
組

ん
で
校
歌
を
歌
う
。

ど
の
よ
う
な
校
歌
な
の

だ
ろ
う
か
？

一
九
五
五

（昭
和
三
十
）

年
制
定
ｃ
八
分
の
六
拍
子
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム
で
、

歌
詞
に
は
学
校
名
が
入
っ

て
お
ら
ず
控
え
め
な
イ
メ
ー

ジ
の
中
に
学
校
の
情
景
や

大
隅
の
大
ら
か
な
風
土
を

感
じ
さ
せ
る
内
容
。
一
ち

の

特
徴
は
県
内
で
も
他
に
類

を
見
な
い
珍
し
い
も
の
と
言

わ
れ
る
。
長
い
伝
統
と
共
に

歌
わ
れ
て
き
た
校
歌
は
生

徒
に
と
っ
て
偉
人
で
、
誇
り

で
も
あ
る
３
多
く
の
人
々
に

愛
さ
れ
る
本
校
の
校
歌
は
、

こ
れ
か
ら
も
歌
い
継
が
れ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

旦ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

程
の
志
高
名
物
と
な
っ
て

い
る
。
松
ぼ
っ
く
り
入
れ
は

準
備
が
大
変
で
、体
育
祭
用

具
係
の
サ
ッ
カ
ー
部
員
た

ち
が
ト
ゲ
や
さ
さ
く
れ
を

削
っ
て
整
え
、
参
加
者
が
怪

我
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

れ
て
い
る
。
隣
接
の
香
月
小

児
童
も
工
作
用
に
と
松
ぼ

っ
く
り
を
拾
い
に
来
る
ｃ
そ

れ
を
使
っ
た
工
作
が
、
多
く

の
児
童
の
思
い
出
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
。

最
後
に
「推
し
メ
ン
ー
・」
の

コ
ー
ナ
ー
に
は
努
力
の
大
切

さ
を
熱
く
説
く
、安
永
先
生

（社
会
科
）
を
登
場
さ
せ
た
。

こ
れ
ら
の
記
事
を
通
じ

て
、
現
役
生
の
本
校
の
長
い

歴
史
に
対
す
る
深
い
思
い

と
誇
り
、
更
に
は
新
た
な
歴

史
を
紡
ご
う
と
す
る
熱
い

思
い
に
触
れ
、
錆
び
つ
い
た

頭
に
爽
や
か
な
五
月
の
風

が
吹
き
込
ん
だ
。

尚
、
学
校
の
最
新
情
報

及
び

Γ
ヽ
ラ
イ
ベ
ー
ジ
」
原

文
は
、
十
心
布
志
高
校
ホ
ー
ム

ベ
ー
ジ
の
一学
校
ブ
ロ
グ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

愛
さ
れ
る
校
歌

独
特
の
リ
ズ
ム
、
深
い
歌
詞

志
高
生
は
校
歌
が
大
好

き
。
入
学
式
で
は
有
志
が
斉

松
ぼ

っ
く
り
玉
入
れ

Ｐ
Ｔ
Ａ
名
物
種
目

校
内
に
あ
る
百
本
以
上

の
松
。
士
心
布
志
高
校
同
窓

会
の
名
称
「松
蔭
会
」
の
由

縁
で
も
あ
る
。
創
立
百
十
周

年
を
見
守

っ
て
き
た
松
の

松
ぼ

っ
く
り
は
手
に
収
ま

り
き
れ
な
い
ほ
ど
巨
大
だ
。

九
月
の
体
育
祭
で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
種
目
と
し
て
、
「玉
入
れ
」

な
ら
ぬ
「松
ぼ
っ
く
り
入
れ
」

が
、
か

つ
て
Ｔ
Ｖ
の
「珍

百

+
晟

サ葺―
を

ビ

ま

全
国
の
松
蔭
会
員
の
皆

さ
ま
、
如
何
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
皆
さ
ま
に
は
か
ね

て
か
ら
母
校
な
ら
び
に
松

一陰
会
に
対
し
ま
し
て
一方
な

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
．．お
陰
様
で
今
年

も
「同
窓
会
だ
よ
り
」
を
皆

さ
ま
に
お
届
け
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
ｃ
ど
う
か
、
母

校
な
ら
び
に
各
地
の
同
窓

会

の
様
子
を
お
楽
し
み
い

た
だ
き
、
お
一
人
お
一
人
の
在

り
し
目
を
懐
か
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

母
校
の
古
き
良
き

伝
統
を
伝
え
て
い
き
た
い

い
よ
い
よ
、
今
年
百
十
周

年

の
記
念
す
べ
き
年
が
め

ぐ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
昨

年
度
か
ら
創
立
百
卜
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
協
議
を
重
ね
て

参
り
ま
し
た
。
協
議
の
中
心

は
、
先
輩
た
ち
が
こ
れ
ま
で

積
み
上
げ
て
来
ら
れ
た
古

き
良
き
歴
史
と
伝
統
を
こ

れ
か
ら
も
、
い
か
に
し
て
伝

え
て
い
く
か
と
い
う

こ
と

で
し
た
。

松
蔭
会
会
長

一　
本
　
弘
　
文

全
国
的
な
少
子
化
の
波

は
、
母
校
に
も
例
外
な
く
押

し
寄
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
の
中
で
も
、
後
輩
た
ち
は
、

懸
命
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
去
る
五
月
二
十
五
日

の
、
地
元
紙
南
日
本
新
聞
の

Γ
ヽ
ラ
イ
ベ
ー
ジ
員
上
記
）

に
約
一
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
、百

卜
周
年
を
迎
え
る
歴
史
の

重
み
を
感
じ
る
（南
日
本

新
聞
の
表
現
￥
心
布
志
高

校
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

後
輩
た
ち
を
応
援
す
る
こ

と
が
、
母
校
の
活
性
化
に
つ

な
が
る

こ
の
記
念
す
べ
き
百
十

周
年
を
契
機
に
、
後
輩
た
ち

の
教
育
環
境
の
整
備
に
協

力
し
た
い
。
今
回
の
記
念
事

業
の
趣
旨
は
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。
記
念
事
業
に
は
基
金

が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
募
金

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
ｃ

何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解

の

上
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ま
と
ご
一
緒
に
、
百
十
周
年

を
お
祝
い
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
全
国
の
松
蔭
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。



令和元年7月 松蔭会同窓会だより
，

一

校
　
長
　
一
一

政

　

彦

一九
〇
九
年
に
開
校
し
た
志
布
志
高

校
は
明
治
。人
正
。昭
和
・平
成
の
世
を

経
て
平
成
二
十

一
年
四
月
に
百
十

一
年

同
を
迎
え
ま
し
た
。
創
立
百
十
周
年
記

念
式
典
を
今
年
の
十

一
月
九
日
（土
）
に

挙
行
す
る
予
定
で
す
。
県
内
外
の
松
蔭

会
会
員
の
皆
様
、
こ
の
機
会
に
母
校
を

訪
間
な
さ
っ
て
懐
か
し
い
友
人
た
ち
と

旧
交
を
温
め
ま
せ
ん
か
？

他
に
も
創
立
百
十
周
年
記
念
文
化

祭
が
六
月
十
五
日
（上
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
九
月
七
日
（土
）
に
は
創
立

百
十
周
年
記
念
体
育
祭
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
同
窓
会
の
催
し
も
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
挙
っ
て
御
来
校
く
だ
さ
い
。

豊
か
な
歴
史
と
伝
統
を
有
し
、
高
名

な
卒
業
生
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
る
志

布
志
高
校
の
生
徒
た
ち
は
、
「叡
圭
↑

剛
」
の
校
訓
の
下
、
「文
武
両
道
」
と
「挨

拶
・掃
除
日
本

ご
を
目
指
し
て
日
々
、

学
業
・部
活
動
・学
校
行
事
。ボ
ラ
と
ア

ィ
ア
活
動
等
に
、
明
る
く
前
向
き
に
一所

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　
昨
年

度
２
卒
業
生
は
、
国
公
立
大
学
に
十
九

名
、
私
立
大
学
に
九
十
九
名
、
短
期
大

学
に
二
十
四
名
、
専
修
学
校
に
二
十
二

名
、
公
務
員
に
一名
合
格
し
ま
し
た
。

部
活
動
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
は
、
和

田
廉
央
君
が
水
泳
の
自
由
形
で
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
に
出
場
。
ま
た
英
語
ス
ピ
ー
チ
で

野
元
蓮
君
が
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
Ｇ
今
年
度
は
、
山
之
内
さ
ん
、
毛
野
さ

ん
、一昌
高
さ
ん
、
水
元
さ
ん
が
水
泳
女
子

の
自
由
形
で
九
州
大
会
に
出
場
し
、
平

野
伶
温
君
が
陸
上
の
四
〇
〇
ｍ
で
南
九

州
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
（六
月
時
点
）
。

五
月
二
十
六
日
（日
）
に
松
蔭
会
本
部

の
竹
永
慎
二
副
会
長
・宮
ノ
下
事
務
長

と
関
西
松
蔭
会
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
△
本
長
の
佐
藤
憲
治
氏

と
副
会
長
兼
事
務
局
長
の
岩
崎
睦
生

氏
を
中
心
に
多
く
の
方
々
が
協
力
し
て

企
画

・
運
営
を
し
て
く
だ
さ
り
、
和
気

調
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
親
交
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
西
松

蔭
会
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
年
度
は
創
立
百
十
周
年
事
業
を
学

校
全
体
で
盛
り
上
げ
て
生
徒
減
に
歯
■

め
を
か
け
て
活
気
温
れ
る
学
校
に
し
て

い
き
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
整
備
、
部
活
動

の
活
性
化
な
ど
、
生
徒
た
ち
の
教
育
環

境
も
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
改
善
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

事
奮

妙

園

園

　

毅

高
三
十
二
回
（昭
和
五
十
五
年
）
卒

い
た
一
本
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
ま
た
、
母

校
の
進
路
状
況
や
部
活
動
な
ど
に
つ
い

て
の
近
況
報
告
は
、
校
長
先
生
の
代
理

で
来
ら
れ
た
宮
ノ
下
幸
博
事
務
長
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
例
年
通
り
に
学
年
順

の
自
己
紹
介
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
し
、
さ
ら
に
、
今
年
は
、

平
成
十
八
年
卒
業
で
志
布
志
市
の
出

身
、鹿
児
島
や
東
京
で
歌
手
活
動
す
る
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
「
Ｙ
Ｏ
ｋ

ｏ
（
ヨ
ー
コ
ン
さ
ん
が
、
抜
群
の
歌
唱
力

で
ヽヽ
ヽ
ニ
ラ
イ
ブ
を
催
し
て
く
だ
さ
り
、
盛

会
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
ン」
の
人
口
減
少
の
時
代

の
中
、
少
子
化
は
学
校
の
学
生
不
足
に

つ
な
が
り
、
同
窓
会
運
営
に
当
た
っ
て
も

動
員
に
苦
慮
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

鹿
児
島
松
蔭
会
も
同
じ
課
題
に
悩

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
課
題
解
決
の
た
め
、

総
会
開
催
目
を
六
月
第
四
土
曜
日
（去

年
は
第
五
）
に
固
定
し
、
お
楽
し
み
抽
選

会
な
ど
工
夫
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
費
は
、
僅
か
で
す
が
男
女
の
差
を
設

け
ま
し
た
し
、
学
生
は
無
料
で
す
（昨
年

は
学
生
二
名
が
参
加
）
。

「学
年
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
称
す
る
会
員

を
選
定
し
、
同
期
生
等
に
声
を
掛
け
て

い
た
だ
く
シ
る
ア
ム
も
取
り
入
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
な
か
な
か
会
員
は
増
え

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
鹿
児
島
松
蔭
会
総
会
は
、
六

月
二
十
二
日
（土
）
ホ
テ
ル
パ
レ
ス
イ
ン
鹿

児
島
で
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
会
員
の

皆
様
の
ご
参
加
と
、
今
後
の
鹿
児
島
松

蔭
会
の
活
動
に
対
す
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願

い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
母
校

の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
、
本
部

は
じ
め
各
支
部

の
会
員

の
皆
様

の
ご
健
勝
ふ
」多

幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

11■|さ電■
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矢
刻
ご
し‐―
剖
周
副
饗
０
こ
漁

厖平
成
三
十
年
度
の
鹿
児
島
松
蔭
会

　

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、六
月
二
十
日
（土
）
小
ア
ル
パ
レ
　

　

当
日
は
、
永
田
憲
太
郎
会
長
の
あ
い

ス
イ
ン
鹿
児
島
で
三
十
五
名
の
参
加
の
　

さ
つ
の
あ
と
、
本
部
か
ら
お
越
し
い
た
だ

石 く

｀  |二
    ● :

r 僕凸
‐~~ ・ヽ

:

す
一
口
闘
繭
畿
慇
饂
舅
は
警
顆
一み
で
な

瑚
悧毒一一
一子
シ
鼈
欅
Ｌ
竜̈

令
和
元
年
五
月
二
十
六
日
（日
）
天

候
に
も
恵
ま
れ
爽
や
か
な
日
和
に
「第

十

一
回
関
西
松
蔭
会
」
を
開
催
で
き
ま

し
た
こ
と
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
回
参
加
頂
き
ま
し
た
松
蔭
会
本

部
副
会
長
竹
永
慎
二
氏
ｉ
心
布
志
高
等

学
校
校
長
二
石
政
彦
先
生
、
事
務
長
宮

ノ
下
幸
博
氏
、
鹿
児
島
県
高
校
同
窓
会

関
西
連
合
会
会
長
堀
之
内
清
隆
氏
、ギ

ャ
ラ
リ
ー
え
び
は
ら
主
宰
海
老
原
あ
か

ね
様
、
関
西
志
布
志
会
会
長
南
曲
久
永

氏
他
役
員
そ
し
て
会
員
の
皆
様
の
多
数

の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。
関
西
松
蔭

会
事
務
局
岩
崎
睦
生
氏
の
司
会
進
行

に
よ
り
恒
例
の
会
長
挨
拶
、
来
賓
方
の

ご
挨
拶
を
賜
り
こ
の
場
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
蔭
会
一木
会
長
の

ご
都
合
が
悪
く
竹
永
副
会
長
に
よ
り

ヨ
木
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
代
読
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
ｃ
令
和
元
年
十
一月

に
は
、
わ
が
母
校
が
創
立
百
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
へ
の
熱
き
想
い
が
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
私
た
ち
Ｏ
Ｂ
も
一考
さ
せ
ら

１
１
１
１
１１１
１１１

，
∵
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令和元年 7月松蔭会同窓会だより

れ
ま
し
た
。
母
校
の
創
立
記
念
が
成
功

裡
に
終
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
〕

現
在
の
志
布
志
高
等
学
校
校
長
二

石
先
生
の
講
話
の
中
で
、
特
に
印
象
深

く
脳
裏
に
深
く
焼
き
付
い
た
お
話
の
中

に
、
「少
子
化
の
中
で
、
私
学
優
位
な
環

境
に
な
っ
て
い
る
が
、
必
ず
三
年
後
に
は

歴
史
あ
る
志
布
志
高
等
学
校
に
復
活

致
し
ま
す
」
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。
と
て

も
喜
ば
し
く
光
栄
に
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
「挨
拶
日
本
一を
目
指
す
■
」

云
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
在
校
生
の
前

向
き
な
努
力
が
実
を
結
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
い
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
一
一〇

一九
年
五
月
一
日
よ
り
平

成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
も
変
わ
り
慌
た

だ
し
く
一か
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
令
和
天
皇

・皇
后
陛
下
が
即

位
さ
れ
新
た
な
日
本
の
夜
明
け
が
、
日

本
及
び
世
界
中
に
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
昭
和
世
代
が
、
昭
和
・平
成
・令

和
の
二
元
号
三
旦
り
、
時
世
を
乗
り
越

え
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
一
一度
目
の

開
催
と
な
る
世
紀
の
祭
典
「東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・大
阪
万
国
博
覧
会
」
、
ま
た
、

地
震
や
津
波

・
風
水
害
等

の
天
変
地

異
・人
的
災
害
等
々
、
喜
び
も
悲
し
み
も

体
験
し
て
き
ま
し
た
。
何
事
に
も
冷
静

さ
を
失
う
こ
と
な
く
努
力
す
る
姿
勢
こ

そ
が
、
フ」れ
か
ら
の
社
会
に
大
い
に
貢
献

で
き
る
も
の
と
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

次
世
代
を
担
う
若
い
世
代
の
息
子
や
孫

に
期
待
を
託
し
見
守
っ
て
行
き
た
く
思

つヽ
こ
の
頃
で
す
。

今
回
の
関
西
松
蔭
会
も
田
舎
の
さ
つ

ま
揚
げ
。ち
り
め
ん
を
食
し
な
が
ら
、
カ

ラ
オ
ケ
、
「焼
酎
音
頭
」
の
曲
に
よ
る
踊

り
も
あ
り
、
三
一時
間
ほ
ど
の
時
間
が
本

当
に
短
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
一
一次
会

で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
を
中
心
に
同
会
場
の

別
室
に
て
自
身
の
持
ち
歌
を
披
露
さ
れ

皆
さ
ん
満
足
げ
な
ご
様
子
で
し
た
。

私
自
身
も
一九
七
〇
年
の
大
阪
万
博

の
年
に
来
阪
し
、
す
で
に
在
阪
四
十
九

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
故
郷
が
ま
す
ま

す
遠
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
ｔ

関
西
の
地

に
て
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
こ
の
上
な

く
幸
せ
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
何

処
の
会
で
も
常
に
話
題
に
上
が
り
ま
す

「若
い
世
代
の
参
加
」
が
今
後
の
会
の
運

営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
そ
う
で
す
。

私
た
ち
役
員
一
同
が
、
若
い
世
代
に
も
共

感
で
き
る
同
窓
会
の
在
り
方
を
模
索
し
、

そ
の
解
決
の
糸
口
を
発
掘
す
る
こ
と
こ

そ
が
唯

一
の
指
針
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
）^こ
れ
ま
で
先
代
か
ら

脈
々
と
築
き
上
げ
ら
れ
た
関
西
松
蔭
会

自
体
が
消
滅
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、

皆
様
方
の
益
々
の
ご
協
力
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
関
西
松
蔭
会
を
名
実
と
も
に
維

持
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
ひ
と
え

に
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
な
し
に
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

会
の
運
営
等
に
関
し
ま
し
て
建
設
的
な

ご
意
見
等
賜
り
ま
す
よ
う
関
西
松
蔭

会
役
員
一
同
心
よ
り
お
待
ち
中
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
〈
ム
員
の
皆

様
の
今
後

の

ご
健
康
と
ご

多
幸
を
祈
念

し
、
ま
た
関

西
松
蔭
会
が

益
々
の
隆
盛

を
極
め
発
展

し
ま
す
こ
と

を
祈

念

し
、

お
礼
の
一三
業

に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。

渕明平
成
二
十
年
度
の
東
京
松
陰
会
は
、

七
月
七
日
（上
）
七
夕
の
日
に
「グ
ラ
ン

ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
」
に
て
、
約
五
十
数
名

の
参
加
の
下
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
ｃ
今
年
も
、
年
に
一度
の
開
催
を
楽
し

み
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
輩
方
の
楽

し
そ
う
な
お
顔
を
た
く
さ
ん
拝
見
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
ｃ

総
会
に
は
、
士
心
布
志
か
ら
宮
ケ
原
副

畿

賃

凱

珈
鍾

惇

師

唯

靴

校
の
現
状
や
様
々
な
取
り
組
み
な
ど
を

ス
ピ
ー
チ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
も
、
「志
布
志
踊
り
連
」
の
み
な
さ
ん

に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
締

め
の
校
歌
人
合
唱
ま
で
賑
や
か
な
会
に

な
り
ま
し
た
。
総
会
か
ら
二
次
会
、
そ
し

て
三
次
会
ま
で
、
都
内
各
地
で
志
布
志

弁
が
飛
び
交
う
夜
に
な
っ
た
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
…

東
京
松
陰
会
の
会
員
数
は
、
例
年
の

課
題
で
も
あ
る
純
減
傾
向
で
は
あ
る
も

の
の
、
若
手
や
中
堅
の
年
代
の
メ
ン
バ
ー

も
少
し
ず
つ
増
え
始
め
て
い
る
状
況
で

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
有
効
に
使
い
、
た
く
さ
ん

の
志
布
志
高
校
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
み
な
さ
ん

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
是

非
、
東
京
松
陰
会
参
加
の
波
を
、
十
心
布

志
か
ら
も
送
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

時
は
流
れ
、
五
月
か
ら
は
新
年
号
「令

和
」
に
変
わ
り
ま
す
。
新
年
号
第

一
回
目

の
東
京
松
陰
会
は

、七
月
六
日
（土
）
十

二
時
よ
り
、
例
年
同
様
、
緑
美
し
い
皇
居

を

一
望
す
る
「グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵

門
」
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

東
京
松
蔭
会
　
幹
事
長
　
▽
（
未
↑

注
月

［剛

高
四
十
回
（昭
相
六
十
三
年
）卒

|`●
=_ _摯 |

■■手it●
=七

会
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令和元年 7月 松蔭会同窓会だより (4)

尖
福
岡
松
蔭
会
の
近
況

平
成
三
十
年
十
月
二
十
日
に
福
岡

松
蔭
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
松
蔭
会
本
部
　
竹
永
副
会

長
、
一
一石
校
長
先
生
、
石
山
先
生
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
総
員
一
．十
二
名
の
参

力
と
な
り
ま
し
た
。

一次
会
を
博
多
駅
前
の
一ホ
テ
ル
ク
リ

オ
コ
ー
ト
博
多
」
で
、
一
一次
会
を
昨
年
同

様
川
井
田
君
（六
十

一年
卒
業
）
が
経
営

す
る
、
西
中
洲
「
Ｂ

ａ
ｒ
是
空
」
で
開
催

し
例
年
通
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

今
年
は
新
た
に
四
名
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で

会
員
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
日
程

の
都
合
で
参
加
で
き
な
い
方
も
お
り
、

案
内
の
タ
イ
ミ
ス
象
実
施
日
時
な
ど
今

後
の
課
題
に
な
り
ま
す
。

令
和
元
年
は
、
参
加
者
三
十
名
を
目

標
に
し
役
員
全
員
で
知
恵
を
出
し
、
よ

り
多
く
の
方
が
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

趙
ｍ
平
成
二
十
九
年
度
総
会
中
止
、
そ
し

て
再
会
ヘ

鹿
屋
松
蔭
会
が
再
発
足
し
て
六
年
の

平
成
二
十
九
年
に
事
務
局
長
柴
立
俊

明
鹿
屋
市
議
会
議
員
が
病
気
で
逝
去
、

前
会
長
有
水
基
雄
が
平
成
三
十
年
に

逝
去
、
鹿
屋
市
松
蔭
会
の
中
心
的
存
在

だ
っ
た
二
人
の
他
界
に
よ
り
二
十
九
年

度
の
総
会
が
中
止
。
再
会
を
期
し
て
平

成
二
十
年
八
月
に
役
員
会
を
開
催
し
、

十
一
月
十
七
日
に
鹿
屋
市
北
口
町
千
成

本
店
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
平
成
二
十
年
度
総
会
報
告

当
日
は
松
蔭
会
本
部
か
ら
一木
弘
文

会
長
、
十
心
布
志
高
校
一
石^
政
彦
校
長
、

石
山
弘
二
教
諭
の
出
席
を
招
き
、
人
ム
員

十
九
名
の
参
加
で
開
催
で
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
一
一十
八
年
度
中
止
に
な

Ｆ茂
二
一

屋
鹿

一●

■
―

■
■
■
■

１

一

編
松曇
ｊ
『議
鼈
頌
撫
年一卸
堵

っ
た
経
緯
、
役
員
会
報
告
、
前
年
度
会

計
報
告
、
役
員
改
選
、
参
加
者
近
況
報

生
［
、
初
参
加
者
へ
の
芋
焼
耐
「松
蔭
」
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
第
二
回
優
れ
者
全
国
歌

唱
王
本
戦
出
場
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「ふ
た
り
の
花
道
」
を
熱
唱
さ
れ
た
児
島

光
正
さ
ん
が
当
日
持
参
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
の

売
上
金
全
額
を
松
蔭
会
本
部
へ
寄
付

さ
れ
る
な
ど
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

今
回
を
も
っ
て
副
会
長
を
退
任
さ
れ

た
有
島
不
一
．男
さ
ん
の
今
後
の
鹿
屋
松

蔭
会

へ
の
提
言
、
全
員
に
よ
る
校
歌
の

斉
唱
、
最
後
に
一
本
会
長
の
万
歳
三
唱

で
開
会
と
な
り
ま
し
た
ｃ

Ｏ
鹿
屋
市
松
蔭
会
新
役
員
紹
介

副
会
長
　
平
田
　
辰
雄

（Ｓ
三
十
七
年
卒
）海
上
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ

埋
事
　
　
児
島
　
光
正

（Ｓ
四
十
二
年
卒
）郵
政
省
Ｏ
Ｂ

事
務
局
長
　
松
夫
　
功
一郎

（Ｓ
六
十
一年
卒
）
鹿
屋
市
役
所

が
承
認
さ
れ
残
り
六
名
は
留
任
と
な
り

ま
し
た
ｃ

Ｏ
初
参
加
会
員
紹
介

有
水
　
五
郎

（Ｓ
四
十
二
年
卒
）
県
職
Ｏ
Ｂ

鳥
越
　
二
人
香

（Ｈ
五
年
卒
）
小
学
校
教
諭

牧
之
瀬
　
陽
一

（Ｈ
一年
卒
）鹿
屋
市
役
所

尾
崎
　
直
人

（Ｈ
六
年
卒
）鹿
屋
市
役
所

穂
園
　
正
幸

（Ｓ
五
十
六
年
卒
）鹿
屋
市
役
所

上
椙
　
隆
弘

（Ｈ
一年
卒
）鹿
屋
市
役
所

六
名
の
初
参
加
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔

ぶ
れ
に
な
り
今
後
も
引
き
続
き
参
加
を

お
願
い
し
ま
し
た
．

〇
残
さ
れ
た
課
題

鹿
屋
松
蔭
会
会
員
名
簿
の
再
点
検

と
総
会
案
内

ハ
ガ
キ
の
取
り
扱
い
、
及

び
参
加
者
拡
大
の
対
策
等

０
会
員
へ
の
感
謝

●
健
康
、
家
庭
事
情
等
、
誰
も
が
悩
み

の
あ
る
中
、
役
員
を
快
く
引
き
受
け

て
く
だ
さ
る
会
員
、
積
極
的
に
参
加

し
て
く
だ
さ
る
会
員
、
励
ま
し
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
会
員
、
み

な
さ
ん
に
感
謝
。

０
鹿
屋
松
蔭
会
総
会
の
様
子
を
毎
回

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
編
集
さ
れ
参
加
者
全
員

に
無
料
で
配
布
し
て
く
だ
さ
る
海
老

原
行
正
さ
ん
に
感
謝
。

０
心
温
ま
る
寄
付
金
、
芋
焼
酎
「松
蔭
」

の
提
供
、
資
料
作
成
、
ム
ム
計
担
当
、
さ

ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
イ
ア
ィ
ア
協
力
会
員

の
皆
様
に
感
謝
ｃ

最
後
に
、
個
人
情
報
提
供
に
配
慮
す

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
名
記
入

は
全
国
の
同
期
生
へ
の
連
帯
の
深
ま
り

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
書
き
ま
し
た
。
い
」

了
解
く
だ
さ
い
。

文
糠
蔭
会
蝙
饂
鶉
馘

鹿
屋
松
蔭
会
　
〈本長
　
由
〓
目
“
一［同
一尿

高
六
回
（昭
和
二
十
九
年
）
卒

縁  日本 郵 便 株 式 会 社

鹿児島県東部地区郵便局長会理事
曽於南都会 部会長

内之倉郵便局 局長

志布志市ふるさと大使

田浦 天志 s62年卒
Takashi Taura

899-7211鹿 児烏県志市志市意市志IBJ内之倉 1669,
TEt:099-479‐ 12111099-479-1346
FAX:099-47,2104
E― 14ani 3001kd7827ま )01 yoOio― postio

お
釈
迦
祭
り

～
志
布
志
港
町
恋
唄
～

唄
　
さ
つ
ま
び
と

お
釈
迦
様

へ
の
お
願
い
ご
と
は

小
さ
な
柄
杓
に
甘
茶
を
酌
ん
で

自
分
の
歳
の
数
だ
け
か
け
る

み
ん
な
の
願
い
が
叶
う
と
い
い
ね

祭
り
の
晩
は
や
さ
し
く

思
い
出

・
志
布
志

・
港
町

作
詞

・
曲
　
か
わ
い
だ
け
ん
い

（
高

一
七
回
　
昭
和
四
〇
年
卒

）

tttf奪琥:|を琴崎事
nfO@da koku‐ hOtels conn     1987-27-3019



(5) 松蔭会同窓会だより 令和元年 7月

写
真
は
、
一
一〇
一八
年
十
二
月
一日

宮
崎
県
在
住
の
昭
和
四
十
七
年
卒
業

生
の
同
窓
会
を
宮
崎
駅
近
く
の
お
店
で

開
催
し
た
時
の
も
の
で
す
）

同窓会だよりの原稿を募集しておりま丸
掲載依頼は事務局(099-4720200)ま で

ご寄付卒業年度別内訳

ご寄付計 ¥705,880

一
一
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
誠
に

一
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

2019年 6月現在

圃 医 困 薗ヨ今年も「だよリコを発行出来たことに喜びを感じ

るとともに、これからも発行出来るかと問われると甚だ疑間であ

る。寄付頼みの発行はすでに限界。年齢による紙媒体と電子媒

体との棲み分けなど、真剣な議論が必要になるのでは?…。

冠K珈〕Ⅸg3本 校も6月 から県が行う「ふるさと納税制度」の

中の「ふるさと母校応援プロジェクトの対象校」として指定を受け

ました。詳細は別紙チラシまたは学校ホームページをご覧ください。
つきましては趣旨にご賛同いただき、ご協力よろしくお願いしま丸

日召不日44 高校第 21回 ¥14,000
日召禾日45 高校第 22回 ¥13,○○○

日召不口46 高校第 23回 ¥4,000
日召禾口47 高校第 24回 ¥14,OOO
日召禾日48 高校第 25回 ¥8,○○○

日召禾日49 高校第26回 ¥22,OOO
日召禾日50 高校第27回 ¥5,OOO
日召不口51 高校第28回 ¥4,OOO
日召禾日52 高校第 29回 ¥10,000
日召不口53 高校第30回 ¥5,000
日召禾日54 高校第31回 ¥28,OOO
日召不口55 高校第32回 ¥3,OOO
日召禾口56 高校第 33回 ¥5,000
日召禾日57 高校第34回 ¥5,000
日召禾口58 高校第 35回 ¥6,OOO
日召不日59 高校第36回 ¥5,OOO
日召禾口60 高校第 37回 ¥3,OOO
日召不口61 高校第38回 ¥10,000
日召禾日62 高校第 39回 ¥2,OOO
日召禾日63 高校第40回 ¥2000

平成 1～ 19 高校第41～ 59回 ¥15,OOO

日召禾日6^v24
中学校・女学校

高校第1回 ¥36,OOO

日召不日25 高校第2回 ¥2,OOO
日召禾l126 高校第3回 ¥8.000
日召不日27 高校第4回 ¥8,OOO
日召禾口28 高校第 5回 ¥12.OOO
日召不日29 高校第6回 ¥24,○○○

日召禾日30 高校第 7回 ¥28.000
日召禾日31 高校第8回 ¥24,OOO
昭禾E132 高校第 9回 ¥16.OOO
日召禾日33 高校 第 10回 ¥18000
昭和 34 高校第 11回 ¥22.OOO
昭禾□35 高校 第 12回 ¥15000
日召禾日36 高校第 13回 ¥60、OOO
日召禾日37 高校 第 14回 ¥]7000
昭和38 高校第 15回 ¥22.OOO
日召禾日39 高校 第 16回 ¥24000
日召禾日40 高校第 17回 ¥53.500
日召禾日41 高校 第 18回 ¥44880
日召禾日42 高校第 19回 ¥78.OOO
日召禾日43 高校第20回 ¥11,OOO

110周年記念事業

寄付状況(5月現在)

110周 年記念事業寄付 ¥5,648,181

110周 年記念協賛広告費

◎
期

日
令
和
元
年
８
月
３
日
（土
）

（毎
年
八
月
の
第

一
土
曜
日
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
）

〈〓
午
後
三
時
～
四
時

場
，
志
布
志
大
黒
（六
月
坂
本
店
）

電
話
　
〇
九
九
―
四
七
二
―
〇
七
六
七

◎
懇
親
会

午
後
四
時
～

◎
懇
親
〈不費

四
、○
○
○
円

（当
日
受
付
で
い
た
だ
き
ま
す
）

☆
出
席
さ
れ
る
方
は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し
く
は

葉
書
で
ご
連
絡
下
さ
い
¨

（卒
業
年
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
）

☆
連
絡
先

〒

８

９

９

１

７

１

０

４

志
布
志
市
志
布
志
町
安
楽
１
７
８
番
地

同
窓
会
事
務
局
宛

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
０

９

９

）
４

７

２

１

０

２

０

０

番

Ｆ

Ａ

Ｘ

（
０

９

９

）
４

７

３

１

２

９

１

３

番

多
く
の
皆
様
の
ご
参
集
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
の
担
当
は
昭
和
五
卜
四
年
の
↑

業
生
で
す
．
着
々
と
準
備
を
す
す
め
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
の
総
会
は
昭
和
五
十
二

年
卒
の
方
々
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
、

懇
親
会
も
大
い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し

た
。
例
年
総
会
出
席
の
呼
び
か
け
は

順
送
り
で
、
卒
業
四
十
年
目
（還
暦

を
前
に
し
た
五
十
九
才
）
の
同
期
生

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（．

総
会
後
は
同
期
同
窓
会
に
続
き
ま

す
の
で
、
総
会
に
続
い
て
同
期
同
窓

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
難

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎ ◎
会 総

一
担
当
年
度

五
十
四
年
卒

一
今後の担当年度は上の通りで丸
(卒業四十年目)

担当年度表

2019年 ………昭和54年 /i・

2020年 ……・昭和55年卒
2021年 ……・昭和56年卒
2022年 ……・H召和57年卒

卒業年度 卒業回期 ご寄付合計金額卒業年度 卒業回期 ご寄付合計金額

寄付項 目 金 額

¥949,○○○
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・
第
１８
同
鹿
児
島
県
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ジ
ー
一ア
選
手
権
大
会
　
優
勝
三
二
位

・
第
４
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ー
年
生
大
会
　
女
子
３
位

・
人
隅
地
区
高
体
連
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
秋
手
大
会
　
男
子
団
体
３
位
　
女
子
団
体
３
位

。
人
隅
地
区
高
等
学
校
弓
道
選
手
権
大
会
　
女
子
団
体
３
位

・
人
隅
地
区
高
等
学
校
冬
季
弓
道
大
会
　
　
女
子
団
体
３
位

・
第
６３
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　

一凸
等
学
校
Ａ
の
部
　
銀
賞

・曽
於
・
肝
偶
地
区
高
等
学
校
檸
一埜
大
会

創
作
部
門
　
人
賞
　
　
　
　
愛
甲
　
宏
宣
　
　
臨
書
部
門
　
準
大
賞
　
　
　
河
野
　
綾
美

臨
書
部
門
　
一尚
文
連
賞
　
　
円
浦
　
瑠
■
　
　
臨
書
部
門
　
一昌
文
連
賞
　
　
西
山
　
頼
良

・
第
２９
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校
揮
亀
大
会
　
　
輸
塁
令
賞
　
　
愛
甲
　
宏
宣

・
第
４９
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校
書
道
展
　
　
　
一員
文
連
賞
　
　
田
浦
　
瑠
華

・
第
別
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校
書
道
半
紙
展
　
優
秀
賞
　
　
河
野
　
綾
美
　
一
一川
　
七
美
　
田
浦
　
瑠
華

・
第
田
回
鹿
児
島
県
高
校
美
術
展
　
　
　
　
　
（工
芸
部
門
）優
秀
賞
　
　
中
村
　
果
琳

・
第
１３
回
大
隅
地
区
高
等
学
校
　
ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
と
プ
ス
ト

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
門

金
管
４
重
奏
　
　
　
金
賞

・
最
優
秀
賞
　
佐
々
本

国
原
・
出
水

・
田
浦

令
管
７
重
奏
　
　
　
‐金
賞
　
濱
石
二
日
山
・
川
添
・
佐
々
本
。
松
竹
・
脇
田
・
有
馬

サ
ッ
ク
ス
３
重
奏

　
企
賞
　
川
野
・
南
堂
・
中
山

・
平
成
∞
年
度
鹿
児
島
県
高
等
学
校
英
語
弁
論
大
会

２
位
　
野
元
蓮
　
※
Ｈ
月
３
日
　
九
州
大
会
（佐
賀
県
）出
場

・
鹿
児
島
県
高
等
学
校
春
季
水
泳
大
会

山
之
内
　
希
望
　
女
子
４
０
０
ｍ
自
由
形
　
１
位
　
記
録
４
分
４２
秒
８６

山
之
内
　
希
望
　
女
子
２
０
０
ｍ
自
由
形
　
３
仕

記
録
２
分
１３
秒
７８

・
人
隅
地
区
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会

平
野
　
怜
温
　
男
子
１
０
０
ｍ
　
ｌ
位
　
記
録
Ｈ
秒
２５

平
野
　
怜
温
　
男
子
４
０
０
ｍ
　
ｌ
位
　
記
録
羽
秒
９３

・
大
隅
地
区
高
体
連
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
春
季
大
会

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
　
ー
・
２
年
■
の
部

２
位
　
福
山
達
也
・
脇
彙
宗
　
３
位
　
士
口森
和
望
・
西
江
粘
星
　
３
位
　
徳
永
彩
菜
・
福
留
ゆ
き
の

男
子
団
体
　
３
位

・
大
隅
地
区
高
等
学
校
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
上
競
技
大
会

　

女
子
団
体
　
３
位

。
大
隅
地
区
高
等
学
校
弓
道
大
会
　
男
子
団
体
　
優
勝
　
女
子
団
体
　
３
位

。
大
隅
地
区
高
等
学
校
春
季
水
泳
大
会

山
之
内
　
希
望
　
女
子
４
０
０
ｍ
自
由
形
　
ｌ
位
　
記
録
４
分
２７
秒
５０

毛
野
　
倖
那
　
　
女
子
５
０
ｍ
自
由
形
　
　
１
位
　
記
録
　
　
２９
秒
４５

富
一局
　
千
尋
　
　
女
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
　
ｌ
位
　
記
録
１
分
１９
秒
５７

女
子
２
０
０
ｍ
　
フ
リ
ー
リ
レ
ｌ
ｌ
位

ｌ
分
５９
秒
５４
（大
会
新
Ｘ
富
高

・
水
元
・
毛
野
・
山
之
内
）

．第
７‐
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校
水
泳
■
肌
泳
こ
距
技
大
会

山
之
内
　
希
｝
　
女
子
４
０
０
‐ｎ
自
由
形
　
ｌ
位
　
記
録
４
分
４２
秒
“

山
之
内
　
希
望
　
女
子
８
０
０
ｍ
白
山
形
　
ｌ
位
　
記
録
９
分
３８
秒
６‐

毛
野
　
什
那
　
　
女
子
　
５
０
ｍ
自
由
形
　
６
位
　
記
録
　
　
２８
秒
９４

毛
野
　
件
那
　
　
女
子
１
０
０
ｍ
自
由
形
　
６
位
　
記
録
　
　
２８
秒
９４

女
子
４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
１
５
位
Ｇ
‐‐．高
・
水
元
・
毛
野
・
山
之
内
）

以
上
、
九
州
大
会
出
場
（７
月
１３
日
（十
）～
１５
日
（月
）
、
鹿
児
島
）

。
第
７２
回
　
庇
児
島
県
高
等
学
校
陸
Ｌ
競
技
大
会

平
野
　
怜
温
　
　
男
子
４
０
０
ｍ
　
一０
位
　
記
録
４９
秒
７５

※
南
九
州
大
会
出
場
（６
月
１３
日
（本
）～
１６
日
（日
）、
鹿
児
島
）

．
第
６６
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ィ
ア
ス
ト
鹿
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4月 26日 (金)に ,串 間市総合運動公園で曽於高校とのスポーツ交歓会を実施しました。

両校生徒の交歓と,両校それぞれの生徒が愛校心を育むのが目的の行事で,今回で4回 目

になります。開会式直後行われた陸上競技部のリレーの全校応援の熱狂に始まり,男女計

14種 目が行われました。全種目を累計し,志布志高校9勝 ,曽於高校5勝で,4回 目にして

初めて志布志高校が勝ち越しました。今回は,部活動に所属していない生徒のために新

種目「ネット・ノマス・ラリー」「ドッジボール」の2競技が新設されて,今までにない盛り上がり

を見せました。閉会式後,志布志高校応援団長 (野元蓮・志布志中)の発声により全校生徒

で曽於高校側に向かって「両校で鹿児島を盛り上げよう|」 というメッセージを贈りました。

志曽戦は「第二の入学式」と感じられる行事に育つてきました。

魃夕隧鰺鰺魃

TEL 099-472-0171
FAX 099-472-0174

※志布志高校制服指定店

感 動 のそばに 、いつも。

安全・感動に残るi伎行をフロデュースしヽたします。

1,学 旅行  学年旅行  研修旅行  受験旅イ]

遠足ハス   家族旅行   海タトir学   ハネムーン

〒8920847 鹿児島市西千石町1125フ コフ生命ビル5階

TEL:099-226-1515

FA× 1099-239-6090

鑽  日本郵便株式会社

四浦簡易郵便局局長

森田 祐子 (旧姓田浦)

もりた    ゆうこ

S57奪三Z■

〒899-7211

鹿児島県志布志市志布志町内之倉7163
Teli 099-479-1601



松蔭会同窓会だより 令和元年7月

馨碁鯵文雌農鮭機は讚艤 饂
最後まで粘り強くチャレンジを重ねた今春卒業生の健闘を讃えます

(平成 31年 3月 卒 業生数 112名 )

年度別大学合格者数

イ 就 職 状 況

● 地 区 別 就 職 者 数

( )欄 は過年度卒業生再掲 (内数 )
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大 学 名 /卒 業 年

elI価 女 子 2

京都外国語短期大学 2

大 阪 国 際 1

大 阪 成 畷 l

精 華 女 子

山 陽 女 子 l

福 l■l女 子

中村 学 国 大 短 大 部 2 2

福lrlェ 業大学短期大学部
福  田  こ ル

゛

山 野 美 容 芸 術 1

東 筑 紫

長 崎 2

大分:1府消.IIH大 学11期 1大学ll l

宮 崎 学 園 2

鹿 児 島 純 心 女 子 2

児 島 女 子 5 10 4
1

20 14

(私 立 大 学 )

大学名/卒業年 30年31

宝 塚 医 療

岡 山 理 科 10

環  大  平  洋 1

宇部フロンティア大学

安 田 女 子

四 国 1 l

東 iIF

九 州 栄 養 福 祉 l

ナL  少卜:  りt  i2 2

ノし  ,卜 i  2菫  う薦 2 4 10

九   チトI  情   報 l

徳 島 文 理

久 留 米 3 4

久 日 米 工 業 4 4 4

国 際 医 療 福 4

西  南  学 3 3

西 南 女 学 院

H本 文 理

日 本 経 済

l

紫 女 学 園 2

H本赤十字九州国際看護 2

福

福 岡 工 業 l

福 岡 女 学 院

福 岡 医 療 福 祉

中  村  学  H 2

純 真 学 園

1,LI    ノL    り1

活 水 女 子

長 崎 外 国 語

長 崎 国 際

長 崎 総 合 科 学

府

立命館 アジア太平洋

崇 城 1 9

九 州 看 護 福 祉 2 4

ブLナト|フレ‐―→たル1許『危

貝員  Zド   名r  日] 3 2

熊 本 保 健 科 学 3 4

九 州 保 ffll福 祉 l 2

平 成 音 楽

宮 崎 産 業 経 ゼ 3 2

宮 崎 国 際 2

ブL   リト|

児 島 国 際 8

學 館 2 8 3

児 島 純 心 女 子 1 l l

一  工  業 4

125(5

(準大 学 )

大 学 71/卒 業 年 30年 3月

職業能力開発大学校 2

防 衛 大 学 校

計

ア 進 学 状 況 (合格 者 状 況 )

大 学 名 /卒 業 年 29年 3月 30年 311

l■」  アヽ  iスこ  ′12 1312' 17(3) 13
公  立 人 6 6

1912)27131 19

私 立 大 学 Ю

“

a1121ぢ
準   大 1(1 3(1
4年 制 大 学 言 25(5)155

公 立 短 大 8 9 9
私 立 短 大 20 14
準 短 大 3
短 人 計 31 26 24

専修学校愕ぢ
34 16 22
9 18

計 175111

(医療 系 専 門 学 校 )

大 学 名 /卒 業 年 31年 3月

3

鹿 屋 市 立 鹿 屋 看 護 5 3

履 ■ 社 医 療 スポ ー ツ 1

楢 浜 中 央 病 院 付 属

静岡医療センター附属看護 1

都城医療センター日]属 な護 2 2 4

伊 勢 保 健 衛 生

麻生リハビリテーション l

福 岡 リハビリテーション 1

福 岡 医 療 1

久留米リハビリテーション

臨 床 福 祉

「1人 阜 1

佐賀県 立総合看静

日本 :文理大学医療技術 l

藤 元 メデ ィカル 医 療 2 2

フィオー レKOGA 1

心   看   護

日 南 看 護

尾 島 医 療 技 術 12 1

医 療 福 2

鹿 児 島 歯 科 学 院 2

久 本 田 学 園

神 村 学 園

加 治 木 看 護 1

2 2

34 16 22

(国立 大 学 )

大学名/卒業年 :9年 3月 3()年 3「

信

島 根

福 岡 教 育 2(1)

佑 習 2

長 :L荒テ

貪E 本 4( 2 1

l

宮 崎 6 6

鹿 児 島 211 5( 4

琉 球 2

言I

(公立 大 学 )

大 学 名 /卒 業 年 31年 3月

横 浜 市 立 1

長 岡 造 形

大  阪  lfNl

尾   道   llf  立 2

下 関 市 立

山 口 県 立

山 日 東 京 理 科 l

1ヒ  ブL リト1 司F J2
福 岡 県 立

長 崎 県 立

本  県  立

崎 県 アヽ看 護 1

宮 崎 公 立 3

名 桜

計 6 0 6

地  区 女

鹿 児 島 1 1

計 1

(公立 短 期 大 学 )

大 学 名 /卒 業 年 29年 3F

亜

倉 敷 IいI Ftl期 大学

新 見 公 立

大 分 県 立 芸 術 文 f

鹿 児 島 県 4 8 9

8 9 9


